
日頃より本校の教育活動にご理解とご協力を頂き、ありがとうございます。 

さて、先日は、学校評価のアンケートにご協力を頂き、ありがとうございました。頂きました回答結果（443児童

数分）を集計し、まとめましたのでお知らせ致します。頂いたご意見は、全職員で共有し、今後の学校運営に活用し

ていきます。ご協力ありがとうございました。（％は、小数点以下を四捨五入しています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより                               令和５年１２月２０日 

西梶ヶ谷 学校評価特別号 
川崎市立西梶ヶ谷小学校  校長 鶴見 悦子 
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大変よい結果と捉えられます。全員の児童が楽しい学校生活を送れるよう、日々の授業や行事などを工夫していき

ます。また、日ごろから一人一人の児童の思いに寄り添い、悩みや困り感などを早期に発見し、場合によってはご

家庭とも連携して取り組んでいきたいと考えています。 
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アンケート結果では、低学年ほど保護者の方の不安が多かったです。低学年のうちから読み聞かせやスピーチなど、

人の話を聞く学び方を継続的に指導し、定着できるようにしています。学年が上がるほど、授業中も落ち着いて友達

や教師の話を聞く姿勢が身に付いてきます。授業の中で、話し合い活動も大切にしています。 

家庭数配布・HP掲載 

【問 3】 

楽しく学校に通って

いると思いますか？ 

 

【問 2】 

学習内容を理解できて

いると思いますか？ 

 

保護者の皆様には、学習内容の定着について心配な声が聞かれました。お子様の学習の成果や課題を日ごろから見て

いただき、ご心配な点は、担任までいつでも相談してください。お子様の理解度などについて共有し、ご家庭と学校

で共通理解のもと、支援できればと思います。また、教育相談日や学校教育カウンセラーもご活用ください。 

【問 1】 

先生の話や友だちの考

えをよく聞いていると

思いますか？ 

裏面もお読みください。 
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保護者 アンケート結果               
【学校の教育活動を理解できていると思いますか】 

 
 
 
 
 
 
【学校・学年便りや保健便り等の配布物は、教育活動 

や生活の様子を把握しやすいと思いますか】 

 

 
 
 
 
 
【日頃、家庭でお子さんと学校生活や学習について 

話し合えていると思いますか】 

 
 

 

 

 
 

以下、学校の取り組みに対しての主なご意見・ご要望について、今後の学校側の見解と検討事項を述べさせて頂きます。 
【学習面・生活面について】 
 すべての子供にとって学校が楽しいと思えるよう、一人一人の子供たちの声にしっかりと耳を傾け、寄り添い、よさを引き出
していくことなどについて、改善できる点がないかを常に意識しながら日々教育活動に取り組んでおります。それでもまだまだ
指導が行き届かず、ご心配をおかけしていることもあるかと思います。全員の子供がわかるような学びの機会を保証できている
か、課題の量や出し方などは適切か、一人一人の考えや思いを尊重した言葉かけができているかなどについて、今一度教職員全
体で指導の改善点や学年全体で子供を見ていく体制の見直しを行いました。また、昨年度までコロナ禍でできなかった様々な行
事だけでなく、校外学習や体験学習、ゲストティーチャー、校庭開放など、いろいろな学びの機会をさらに拡充できるように、
カリキュラムの見直しも進めていきます。 
【デジタル化・オンライン化について】 
GIGA端末利用の本来の主旨は「かわさき GIGAスクール構想」により、クラウドの利用で既習や他者とのつながりをもち、学習

活動を充実させることが目的で、一人一台の Chromebookが配布されました。GIGAスクール構想４年目を迎え、学習での活用方法
にもだいぶ慣れ、使用頻度も高くなっています。学年によって GIGA端末の使用頻度が違うのは、学年ごとに GIGAカリキュラム
があり、また、学習での必要性も異なるためであります。GIGA端末の持ち帰りも各自の学習の必要性に応じて行っています。高
学年では、朝登校したら GIGA端末を開き、連絡事項などを確認する習慣も進んできました。操作スキルの個人差については、GIGA
スクールサポーター（パソコン操作支援員）とも連携して、各学年に応じたタイピングなどのパソコンスキルを身に付けられる
よう、改善に努めていきます。同時に、情報モラルに関しても、より一層定着できるように指導をしていきます。GIGA端末を持
ち帰る時には、教科書やその他の学習用具の持ち帰りなどについて、必要最低限の荷物になるようにもしています。 
ペーパーレス化も進めています。今年度から学校・学年便りの他、修学旅行や自然教室、水泳学習の同意書なども、オンライ

ンで行うように変えてきました。また、ホームページに掲載している学校便りに行事予定や各学年の授業時数を記していますが、
もっと早くホームページに掲載できないかというお声も頂きました。これにつきましては、次月の行事予定が確定するのが前月
末になるため、ご理解下さい。事前にお知りになりたい予定がありましたら、学校までお問い合わせください。 
【その他】 
40周年記念式典では、学校に誕生日プレゼントを贈ろうと子供たちが主体的に行動しました。この経験を、これからの活動に

生かせるよう、指導していきます。 
来年度の行事について、運動会を 11月に戻すこと、それにより、5月に個人面談を行うことなどを予定しています。授業参観

については、混雑解消のために保護者の方にもご協力をいただき、10分程度で教室内参観者の入れ替えを 1月の授業参観からお
願いしたいと考えています。給食での席の寄せ合いについては、インフルエンザなどの感染症状況を見計らって、実施できるよ
うに検討していきます。下校時刻については、定刻通りに下校できるよう、指導をしていきます。 
 

その他にも、たくさんのご意見を頂き大変ありがとうございました。参考にさせて頂きながら、よりよい学校づくりのために、教職員

一同頑張ってまいりますので、今後ともご理解・ご協力をお願いいたします。ご心配な点があれば、直接学校までお問い合わせください。 
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主に学習面・生活面について 

○ 子供一人一人の力に寄り添った支援をしようとしていること

が伝わってくる。登校が不安になった時も、子供の気持ちに

寄り添ってくれて安心できた。また、関心・意欲を引き出す

ような授業展開の工夫がされていると感じた。 

○ 漢字や宿題などを丁寧に指導してくれていてありがたい。褒

めてくれるので励みになっている。 

○ 他と比較するような指導ではなく、子供たちのよさを引き出

すようにしてほしい。 

○ 学級担任だけでなく、学年やコーディネーターなど、多くの

人がかかわって指導していることに安心できる。 

○ 宿題の出し方や量、提出の仕方などは、無理のないよう配慮

するなど、学年・学校で共通理解をしてほしい。 

○ コロナ禍ではなかなかできなかった校外学習や体験学習など

がたくさんできるようになってよかった。このような学習機

会を大切にしてほしい。また、放課後の校庭開放も、体を動

かして遊ぶ機会が減ってきている中、大変ありがたい。 

デジタル化・オンライン化について 

○ GIGA端末を普段の授業で話し合いや調べ学習のツールとし

て使用したり、プレゼンテーションを行ったりと、必要によ

って有効に使っていると感じる。 

○ ペーパーレス化、配布物のオンライン配信をさらに行うなど、

活用方法に改善の余地がある。 

その他 

○ 40周年記念式典は、子供たちの思い出に残る素敵なイベント

になった。記念品も喜んでいた。 

○ 年度始めの個人面談希望、授業参観の混雑解消、給食の席を

寄せ合っての会食ができないか、下校時刻の徹底など。 人 

保護者 自由記述欄より一部抜粋 


